
 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔出石・鹿田・大元 はなれてつながろう 公民館通信〕発行/岡山市立大元公民館（不定期 1,500 部発行） 

 

〒700-0925 岡山市北区大元上町 10-31 ℡086-241-8526 e-mail:oomotokouminkan@city.okayma.lg.jp 

出石・鹿田・大元地区にお住まいの皆さん、こ

んにちは。大元公民館です。 

 2020 年夏、大元公民館に衝撃が走りました。

4月に赴任したばかりの横谷館長が一身上の都合

により突然の辞意表明！そして８月末に退職。 

９月１日から新たに渡邉館長が就任しました。

渡邉館長は以前、上道公民館で６年間勤務。1982

年～1996 年の 14年間、桑田中学校で教鞭をと 

っていた！という桑田学区に縁のある人物です。

また、中国、台湾の日本人学校にそれぞれ３年ず

つ勤務した経歴も！みなさんぜひ顔を見に＆お

話しをしに、公民館へお越しください。 

 さて秋冬スタートの主催講座は受付けが始ま

りました。“モヤッとニコッと”カフェや子ども囲

碁教室も再開しています。講座への参加もお待ち

しております♡ 

 

日 程  全５回 
時間は全て１０～１２時 
１０月１５日（木）１０月２９日（木） 
１１月１２日（木）１１月２６日（木） 
１２月１０日（木） 

講  師  田畑 智美さん（スマイルアーティスト） 
       ※裏面にインタビュー記事有り 
会  場     大元公民館 １階 美術工芸室 
受講料  無料 
対  象  ５回すべてに参加できる方 
定  員  １２名（先着順） 
持ち物  色鉛筆（１２色以上のもの） 
申込み  窓口、電話、メール、FAX 
         どの方法でもお気軽に♪ 

 

 

申込メールフォーム 

 

 

講師 田畑 智美さんの作品 

 

 

 

 

 色鉛筆などを使ってスマイルアート（人の笑顔を 

モチーフにした絵）を描きます 

 絵を描いたり、デザインを考えたりする中 

で、ゆったりした時間を過ごしましょう 

メッセージ 

 「小さな勇気が私を変えた」 

 これはある 70 代女性のことば。ある公民館活動に熱心に取り組まれていたグループの

一人でした。「人は互いの関わりの中で変化し、成長するもの」それができる場として、公民

館の役割は大きいと感じています。 

 みなさまにとって大元公民館が“役に立つ”公民館に近づくよう、職員一同、チームとして

取り組みます。どうぞ、よろしくお願いします。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブや講座では、受講生の皆さんと講師も、お互い

に元気をもらったり、支え合ったりして活動しているこ

とがわかり、公民館の大切さを肌で感じることができま

した。 

特に、来られている皆さんが生き生きとした表情をさ

れているのが印象的でした。 

普段は自分と同じ年代の人としか話さないので、実習

中はさまざまな年代の方とお話しすることができ、視野

が広がってとても勉強になりました。 

ありがとうございました！ 

 

 

ノートルダム清心女子大学４年 

林内美樹さん 

８月１８日～２２日 

  
フィールドワーク in ～ありがとうファーム～ 

 

 

 

ありがとうファーム（表町三丁目）では、 

岡山の大学生を対象に無料 

でランチを提供しています。 

詳しくはＨＰをご覧ください。    

   

 

 

31 歳の時、チョークアートの第一人者モニー

ク氏に学ぶためオーストラリアへ。様々な文化

や感性に触れ、充実した日々を過ごしました。 

海外生活で感じた差別意識。恐怖心から態度

を固くすることが相手にとっては差別と捉えら

れる可能性があり、過度な自己防衛は差別につ

ながるのかも？と考えさせられました。その人

のパーソナリティを知らないのに怖いと思って

しまうその意識を変えていかなければ！と思い

ました。  

田畑 智美さん 
著書「ぼくのみいちゃん」「ハートドクターハイネス・ドロップ」 

オーストラリアでチョークアート講師の資格取得 

在豪中に出会った南インド出身の男性と結婚 

帰国後「南インド料理＆ギャラリーパイシーパイス」をオープン 

 絵を描くことは幼い頃から好きでした。それがだんだん自己表現のひとつになり、もっと自分の感

情を表現したい！気持ちを知ってほしい！と、寝食を忘れ没頭することも多く、絵を描くことは楽し

くもあり苦しくもありました。しかし今は純粋に楽しみながら描いています。 

その気持ちに変化を与えてくれたのは娘です。娘を慈しむ気持ちや子育ての経験で表現が広がり、

また子育ての間に絵を描くことが息抜きになり、穏やかな気持ちで描くことができるようになりまし

た。そして、絵を見た人が幸せな気持ちになれるような絵を描きたいと思うようにもなりました。 

スマイルアートを 1000 枚描きたい！これが今の私の目標です。絵を描くことで自分も、見た人も

やすらげるような絵をこれからも描いていきたいと思います。 

 

 

 


